
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製 

造 

業 

前期  -13.4 
業況 DＩ（△13.4→△8.0）は前期に引き続き改善傾向が続いています。売上額

（△7.1→△2.5）は減少傾向が多少弱まり、収益（△16.1→△12.3）は減益傾向

が多少改善されました。 

来期の業況（△11.2）は再び悪化を強めると予想しています。売上額（△4.2）

は今期並の減少傾向が続き、収益（△7.8）は今期に続いて減益傾向が弱まると見

ています。 

今期  -8.0 

来期  -11.2 

卸 

売 

業 

前期  -14.2 業況 DＩ（△14.2→△22.4）は再び悪化傾向が大きく強まりました。売上額

（17.2→△1.4）は増加傾向が大幅に後退し、わずかにマイナスに転じました。収

益（△4.8→△6.3）は前期並の減益幅で推移しました。 

来期の業況（9.0）は極端に改善しプラスに転じると予想しています。売上額

（10.2）と収益（4.4）も大きく持ち直し、増勢に転じると見ています。 

今期  -22.4 

来期  9.0 

小 
売 
業 

前期  -17.9 
業況 DＩ（△17.9→△16.6）は前期並の悪化傾向が続きました。売上額（△11.1

→△10.2）は前期同様の減少幅で推移しましたが、収益（△19.0→△12.7）は減

益傾向がかなり改善されました。 

来期の業況（△17.5）は今期同様の悪化幅で推移すると予想しています。売上

額（△5.0）は幾分減少傾向が改善しますが、収益（△12.1）は今期同様の減益幅

が続くと予想しています。 

今期  -16.6 

来期  -17.5 

業 

前期  -5.2 
業況 DＩ（△5.2→△3.9）は前期並みの水準が続きました。売上額（△5.8→

5.3）と収益（△12.6→3.5）はともに大幅に改善しプラスに転じました。 

来期の業況（△6.0）はわずかに悪化傾向が強まると見ています。売上額（△0.9）

と収益（△2.5）も再び後退しマイナスに転じると予想しています。 

今期  -3.9 

来期  -6.0 

建 

設 

業 

前期  -5.9 
業況 DＩ（△5.9→△8.0）は悪化傾向が幾分強まりました。売上額（8.0→△

3.2）は再び増加から減少に転じ、収益（△13.9→△14.8）は前期並の減益幅が

続きました。 

来期の業況（△8.0）は横這いで推移すると見ています。売上額（△12.0）は減

少傾向をさらに強め、収益（△23.7）も減益幅が大きく拡大すると予想していま

す。 

今期  -8.0 

来期  -8.0 

不
動
産
業 

前期  -14.8 
業況 DＩ（△14.8→△10.9）は悪化傾向が多少弱まりました。売上額（△23.7

→△14.6）は減少傾向が大幅に改善しましたが、収益（△19.0→△26.0）は減益

傾向がかなり強まりました。 

来期の業況（△15.5）は再び悪化傾向が強まると見ています。売上額（△15.5）

は今期同様の減少水準で推移しますが、収益（△15.7）は大幅に改善すると予想

しています。 

今期  -10.9 

来期  -15.5 

  

江戸川区 
中小企業の景況 

２０２３年７月～９月期 
調査対象 製造業  143 社  卸売業     18 社 

     小売業   64 社  サービス業   49 社 

     建設業   43 社  不動産業    20 社 

                  合 計 337 社 
調査方法 面接聴取法 

調査機関 (一社）東京都信用金庫協会 

分析作成 (株)サーベイリサーチセンター 

本概要版は、2023年9月上旬に調べた景気動向と、これから
先の３か月間（2023年10～12月期）をまとめたものです。 
 なお、業績等についてはＤＩ値を中心に分析しています。 

※ Ｄ．Ｉ（Diffusion
ディフュージョン

 Index
インデックス

の略） 
Ｄ．Ｉ（ディーアイ）は、増加（又は「上昇」「楽」など）したと答えた企業割合から、減少（又は「下降」「苦しい」など）した
と答えた企業割合を差引いた数値のことで、不変部分を除いて増加したとする企業と減少したとする企業のどちらの力が強いか
を比べて時系列的に傾向をみようとするものです。 



江戸川区の中小企業／業種別景況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営者から寄せられた声 （2023年7～9月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

江戸川区の企業倒産動向 （2023年7～9月） 

                                   
 

 

 

 

 

 

 

 

2018
7～9 10～12

2019
1～3 4～6 7～9 10～12

2020
1～3 4～6 7～9 10～12

2021
1～3 4～6 7～9 10～12

2022
1～3 4～6 7～9 10～12

2023
1～3 4～6 7～9

10～12
(予想)

製 造 業 -11.6 -9.6 -7.9 -6.2 -7.7 -12.3 -19.2 -40.2 -40.6 -44.0 -42.5 -44.3 -37.6 -36.0 -34.2 -30.8 -24.2 -21.8 -17.3 -13.4 -8.0 -11.2

卸 売 業 -35.8 -28.6 -56.5 -18.1 -11.7 -24.6 -23.3 -14.2 -22.4 9.0

小 売 業 -23.3 -23.2 -29.9 -30.1 -27.2 -31.7 -28.7 -37.8 -37.1 -33.2 -37.2 -32.7 -35.4 -35.1 -29.5 -22.3 -19.8 -12.9 -14.7 -17.9 -16.6 -17.5

サ ー ビ ス 業 -15.1 -16.9 -10.5 -5.6 -3.2 -2.2 -11.1 -53.7 -46.8 -42.4 -55.1 -40.1 -32.9 -27.7 -32.2 -25.0 -20.5 -20.0 -22.9 -5.2 -3.9 -6.0

建 設 業 8.4 11.5 8.7 8.3 17.6 1.8 -6.1 -34.8 -17.4 -24.5 -39.3 -22.3 -24.9 -27.0 -20.6 -29.0 -25.5 -15.6 -21.2 -5.9 -8.0 -8.0

不 動 産 業 -14.5 -11.2 -22.7 -4.4 -13.3 -20.0 -21.1 -14.8 -10.9 -15.5

〔過去５年間の業況Ｄ．Ｉの推移〕　※（D.I＝「増加回答値」-「減少回答値」）
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2021
1～3 4～6 7～9 10～12

2022
1～3 4～6 7～9 10～12

2023
1～3 4～6 7～9

10～12
(予想)

卸売業

サービス業

建設業

製造業

不動産業

小売業

（Ｄ．Ｉ）

（単位：件・百万円）

件　数 負債総額 件　数 負債総額 件　数 負債総額

製 造 業 0 0 4 335 1 30
卸 売 業 3 1,022 3 1,910 2 32
小 売 業 0 0 3 83 3 36
サ ー ビ ス 業 1 10 0 0 1 10
建 設 業 1 440 1 10 5 1,286
不 動 産 業 0 0 0 0 0 0
情 報 通 信 業 ・ 運 輸 業 2 60 3 60 3 1,018
宿泊業,飲食サービス業 0 0 1 20 3 92
そ の 他 1 80 2 237 0 0
合 計 8 1,612 17 2,655 18 2,504

前年同期
2022年7～9月

前　期
2023年4～6月

今　期
2023年7～9月

江戸川区 産業経済部 産業経済課 計画係 
TEL:03-5662-9014(直通) 

江戸川区の企業倒産動向 

2023年7～9月期の江戸川区の倒産件数は、前期比

5.9％増の18件（前期17件）、負債総額は前期比5.7％

減の25億4百万円（前期26億55百万円）でした。 

業種別にみると、件数では“建設業”が5件で最も多

く、“小売業”、“情報通信業・運輸業”、“宿泊業,飲食

サービス業”が各3件で続きました。負債総額は“建設

業”が12億86百万円で最も多く、次いで“情報通信

業・運輸業”が10億18百万円で続きました。 

【景況全般について】 
・酷暑が終わらず、客の出足が戻らない。（小売業） 

・緩やかに回復傾向にあり順調だが、資金繰りはコロナ融資

の返済が始まり、かなり圧迫されている。社員の退職など

もあり、人手不足となっている。募集をしているが、反響

はなく給与の高騰が続いており、対応に苦慮している。（建

設業） 

 

【受注・売上・単価・仕事量について】 
・コロナ禍の規制がなくなり、各イベント（盆踊り、花火大

会、秋祭り）が開催され、久しぶりに大忙しでした。（製造

業） 

・住宅設備関連の業種。公共工事をメインにしているので比

較的、安定しているが、一般顧客の商品売買だけに限れば、

かなり悪い状況になる。（卸売業） 

・都心のホテルのインバウンド客用クリーニングが始まり、

売上げが回復しつつある。（サービス業） 

 

・電気工事業。９月決算は非常に良い成績で終わることがで

き、次期の見通しも明るいが、人手不足対策には頭を悩ま

せている。（建設業） 

 

【経営上の課題について】 
・仏具業界は、まさに斜陽産業ですので、良い話は全くあり

ません。（製造業） 

 

【経営改善等に向けての取組み】 
・東京都の支援を受けており「ゼロエミ」を積極的に推進し

たいと考えている。（製造業） 

・節電につとめ、経費を削減し、顧客確保にＳＮＳを活用し

ている。（サービス業） 

・デジタル化による定型業務の自動化。（サービス業） 

 


